
沖縄県ボッチャ協会 定款 

 

第１章 総 則 

（名称） 

第 1 条  当協会は「沖縄県ボッチャ協会（Okinawa Boccia Association）」（以下、当協会）と称

する。 

 

（事務局） 

第 2 条  当協会の事務局は『沖縄県那覇市首里石嶺町 3-269-18 2F』 に置く。 

 

（目的） 

第 3 条  当協会は、ボッチャ競技の普及・振興を図るとともに、ボッチャを通して相互理解と交流を

深め、共生社会の実現を目指すことを目的とする。 

 

（事業） 

第 4 条  当協会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

① ボッチャの普及および強化に関すること 

② ボッチャ大会等の開催に関すること 

③ ボッチャ審判員の養成に関すること 

④ ボッチャ指導者・クラス分けスタッフの養成に関すること 

⑤ 共生社会推進に関すること 

⑥ その他、本会の目的達成に必要な事項に関すること 

 

 

第２章 会員及び登録 

（会員） 

第 5 条  当協会は、本会の目的に賛同して入会した次の者（以下、「会員」）をもって組織される。 

 

（会員の種別） 

第 6 条  当協会の会員は、以下の３つの種別に分類される 

① 本会員 

競技者、競技アシスタント、ランプオペレーター、審判員、クラス分け員、指導者等に 

あたる者、第３章第１１条に定める役員、第１章第３条の目的に賛同する者。 

② ボランティア会員 

ボランティアスタッフとして活動する者。 

③ 賛助会員 

当協会の事業を賛助するために入会した個人または団体。 

 

（入会） 

第 7 条  会員として入会しようとする者は、別に定める入会申込書により会長に申込を行い、理事会

の承認をもって決定する。 

 

（会費） 

第 8 条  当協会の会費は、以下の通りとする。 

① 本会員 一人あたり年額 2,000 円とする。  

     但し、高校生以下（特別支援学校含む）に該当する者については無料とする。 

② ボランティア会員 無料とする。 

③ 賛助会員 年額 10,000 円とする。 



（退会） 

第 9 条  会員は当協会を退会しようとするときは、その旨を会長に届けなければならない。 

 

（除名） 

第 10 条  会員が次の各号の１つに該当する場合、理事会の議決を経てこれを除名することができる。 

① この会則に違反した場合 

②  当協会の名誉を著しく傷つけた場合 

 

 

第３章 役 員 

（役員） 

第 11 条  当協会に、次の役員を置く。 

（１）会長 1 名 

（２）副会長 １名 

（３）理事 若干名 

（４）監事 ２名 

 

（役員の選任） 

第 12 条  役員は総会において選任する。 

２  会長、副会長は理事会の決議によって理事の中から選定する。 

 

（役員の職務） 

第 13 条  会長は、当協会を代表し、業務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し会長不在のときは会長の職務を代行する。 

３ 理事は、会長・副会長の権限により選出し、会長が選任し、これを委託する。 

４ 理事のうち、１名を理事長とし、会長が任免する。 

５ 理事（各部長を含む）はそれぞれ担当する部を管理する。 

(１)普及部     学校及び施設、地域組織などの活動支援と普及大会など企画運営する。 

(２)競技部     競技ボッチャの選手育成を目的に、強化練習など企画運営する。 

(３)審判部     各大会の審判の手配や審判講習会など企画運営する。 

(４)医科学サポート部 

 クラス分けや障害特性に応じたサポートを行うための勉強会・相談会など 

企画運営する。 

６ 理事は各部門の企画運営に関して必要に応じて兼務することができる。 

 

（役員の任期） 

第 14 条  役員の任期は 2 年とする。ただし再任を妨げない。 

２  役員が欠けた際は、速やかに臨時総会を開催し補充を行う。 

 

（役員の解任） 

第 15 条  役員として相応しくない行為があったと認められたときは、総会の承認により解任 

することができる。 

 

（事務の処理） 

第 16 条  当協会の事務を処理するため事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長及び必要な事務局員を置く。 

３ 事務局長及び事務局員は、会長が任免する。 

４ 事務局は会員に関わる事務及び調整を行う。また、外部からの問合せ等に対応する。 

５ 会計担当者は、会費等の管理を行う。 



第４章 会 議 

（会議の種別および構成） 

第 17 条  当協会の会議は、総会および理事会の２種とする。 

２  総会は、本会員をもって構成する。 

３  理事会は会長・副会長・理事長・理事・事務局長・会計担当・関係会員（随時）をもって 

構成する。 

 

（総会） 

第 18 条  総会は、以下の事項について承認する。 

（１） 定款の決定、改廃 

（２） 役員の選出または解任 

（３） 事業計画および収支予算並びにその変更 

（４） 事業報告および収支決算 

（５） その他本会運営に関する重要事項 

２ 総会は、年度当初に会長が招集し開催する。 

３ 会長または理事会が必要と認めたときは、臨時に総会を招集し開催できる。 

４ 総会の議長は、総会で選出する。 

５ 総会は、本会員の半数以上の出席（委任状を含む）で成立する。 

６ 議事は出席者の過半数を以って決する。ただし、否同数の場合は議長の決するところによる。 

 

（理事会） 

第 19 条. 理事会は、以下の事項について議決する。 

（１） 総会に付議すべき事項 

（２） 総会で承認された事項の執行に関する事項 

（３） 会員の除名 

（４） その他業務の執行に関する事項 

２  理事会は、理事の過半数以上の出席をもって成立する。 

 

（会長の議決） 

第 20 条  総会および理事会の議長は、理事長がこれにあたる。 

 

 

第５章 会 計 

（資産の構成） 

第 21 条. 当協会の資産は、次のものをもって構成する。 

（１） 会費 

（２） 寄付金・補助金など 

（３） 事業に伴う収入 

（４） その他の収入 

 

第 22 条  会の会計年度を４月１日より翌年３月３１日までとする。 

但し、初年度に限り令和７年１月１日より令和７年３月３１日を期間とする。 

 

 

第６章 雑 則 

（細則） 

第 23 条  この定款の施行および当協会に必要な細則は、理事会の議決を経て、会長がこれを定める。 

 

 



付則 

1 この定款は、当協会の設立の日から施行する。 

2 当協会の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。 

会 長 金城 歩未 

副 会 長 神谷 武志 

理 事 長 仲地 正人 

理 事 藤井 康司（事務局） 

同    屋冝 智英 

同   宜野座 雄 

同    東江 卓矢 

同      川満 憲華 

同      古波蔵 菜々子 

同      久田 祐輝 

同      兼村 星哉 

監 事  宮城 勝也 

監 事  伊波 興乃慎 

3 当協会の設立当初の任期は、第 13 条の規定にかかわらず成立の日から令和 9 年 3 月 31 日 

までとする。 

 

 

 

改訂 第8 条①を一部改定（令和7 年５月１日） 


